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フルックスグループ
代表 黒田 久一

摂南大学農学部様

学内業界セミナー

2022年11月21日（月）

奈良フードフェスティバル”シェフェスタ“参加

資料



本日の内容

◼ FRUXグループとは

◼ 業界を取り巻く環境

◼ 業界の課題とその取り組み

◼ FRUXグループの機能

◼ 最後に



FRUXとは、ラテン語で「大地の恵み」を意味し、
英語の「FRUIT」の語源となったものです

FRUXとは

3
参考：古典ラテン語辞典 改定増補版（2016） 大学書林
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FRUXグループの事業会社

フルックスグループはすべての事業を通じ、
集約した機能で組織横断的に相乗効果を上げる

経営を目指しています
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（買って来て食べる） （客席で食べる）
（家で作って食べる）

・仲卸
・輸出
・八百屋

・夕食宅配弁当、おせち
・冷凍天ぷら、タレ

(株)フルックスホールディングス グループマネジメント事業

食事素材

FRUXグループの事業領域

（買って来て食べる）（家で作って食べる）

大根1本からおせち料理までをお客様にお届けします

・カット野菜
・ミールキット（惣菜キット）
・外食向け小分け納品

・八百屋キッチン花一番
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大和郡山市馬司町大和郡山市池沢町

奈良 馬司工場奈良池沢工場

直営飲食店

花一番
業務スーパー

奈良中央卸売市場前店

愛知 東海工場

愛知県愛西市

FRUXグループの事業所

青果テナント

「まいど」

大阪府内と奈良県

17店舗

工場は、大和郡山市と愛西市にそれぞれ2か所。大阪府と奈良県の業務スーパーなどに「テナント」というカタ
チで出店。また、グループの拠点 馬司エリアにて業務スーパーとカフェレストラン花一番を運営しています。

工場
紹介動画

馬司低温
流通センター



青果物流通の仕組み

生産者

生産者

生産者

生産者

生産者

JA

JA

仲卸

小売
業

消費者

消費者

消費者

消費者

消費者

仲卸
小売
業

直売所

インターネット

①

②

③

④

⑤

生産者 JA
荷受
会社

小売
業

仲卸①

卸売市場



仲卸事業 まいど事業 消
費
者

ミール
ソリューション

事業

青果物流通とFRUXグループ

カット野菜製造
・カット野菜
・ミールキット

惣菜の製造
・冷凍天ぷらなど

外食産業向け小分け
納品

青果物の販売
・八百屋

食品販売
・デベロッパー

花一番
・八百屋キッチン

小売業
生
産
者

青果物の調達
青果物の輸出
青果物の販売
（小売店・食品工場など）
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原料の高騰

多様なワークスタイル

多様な生活スタイル

環境対策への取組み

イベント、再整備への期待感
• 大阪万博の開催
• 奈良県中央卸売市場再整備計画

日本の農業の問題

表示、資源循環に関する法律改正

労務人事に関する法律改正

所得の2極化
SMの内製化

生産現場の省人化
• ロボット導入 ・ AI導入

代替食品の開発
（大豆ミートなど）

食品のロングライフ化

テクノロジー

社会

法令 経済

天候不順（異常気象）の常態化

自然

ビジネス環境の変化

• ECビジネスの拡大

人口減少・少子高齢化

アグリテックによる
農業の課題解決

業界環境

オーバーストア

内食、中食、外食の
ボーダレス化

ネットスーパーの拡大

業界の寡占化

自然災害の激甚化

生産性人口の減少による人手不足

Z世代への商品作り

テクノロジーを用いた
多様な食事の提供
（フードテック）

業界を取り巻く環境



業界を取り巻く課題

1.日本の農業人口の減少

2.天候不順

3.食のスタイルの変化

4.人手不足

5.環境問題
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基幹的農業従事者 うち65歳以上
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新規就農者

うち49歳以下

基幹的農業従事者

うち65歳以上

  平均年齢

単位：千人
歳

農業労働力に関する統計

新規就農者とは、新規自営農業就農者、新規雇用就農者、新規参入者からなる

参考資料：農林水産省農業労働力に関する統計 https://www.maff.go.jp/j/tokei/sihyo/data/08.html

1,757 1,586 1,507 1,451 1,404 1,363 1,302 1,226

1,140 1,031 1,001 987 979 949 905 860

67.1 66.8 66.6 66.6 66.8 67.8 67.9

1. 農業人口の減少



産地との取り組み／業界・FRUXグループ

→加工業務用野菜の生産振興

加工用・業務用野菜の需要は野菜の需要全体の6割超

北海道鹿追町 加工業務用キャベツ畑



青果物の
認知度、付加価値を上げる

青果物への取り組み／業界・FRUXグループ

例）大和丸なす

大和丸なすは大和伝統野菜。
FRUXグループの本社がある大和郡山市
で古くから栽培されています。

肉質がしまっていて煮くずれしにくく、
しっかりとした食感がある。



夕食宅配弁当の取り組み

丸なすのしらす和え

産地である大和郡山市と
ともに大和丸なすを紹介

青果物への取り組み／FRUXグループ



花一番の取り組み

ミックスフライ

鶏から揚げと大和丸茄子の揚げびたし

ポスターを貼り
大和丸なすを紹介

青果物への取り組み／FRUXグループ



天候不順により玉ねぎの価格高騰
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参考資料：http://www.shijou.city.osaka.jp/data/webroot/tuki/suii/2021/202112-11-1.pdf（2022年5月21日）

2021年夏
北海道（全国で収穫量1位）

雨が降らず記録的な高温が続く
2～3割の減収、またサイズも
小さかった

新型コロナウイルス
中国でロックダウン
中国からの玉ねぎが
入ってこない
（外食用玉ねぎ）

調達価格の高騰
一時は玉ねぎ欠品
のリスクもあった

2. 天候不順



天候不順／業界・FRUXグループの取り組み

青果物のロングライフ化
冷凍化
保存技術の向上

今回の玉ねぎの例より

青果物栽培の国内回帰



ここ最近の中食・外食の変化

◼ 時短・簡便化

◼ ロングライフ化

◼ テイクアウト

◼ デリバリー

3. 食のスタイルの変化

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は
われわれの生活を大きく変えた



ロングライフ化／FRUXグループの取り組み

冷凍事業の取り組み



時短・簡便化／FRUXグループの取り組み

ミールパーツ事業の実現



21

5,017
5,517 6,047 6,744

7,212
7,581 7,883 8,251

8,590
8,716

8,622
8,409

8,103
7,592 

7,341 
7,085 

6,773 
6,343 

5,787 
5,353 

5,001 
4,706 

4,418 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

14歳以下人口 15～64歳人口 65歳以上人口 高齢化率

推定値

参考資料：平成28年度版情報通信白書「我が国の人口」
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h28/html/nc111110.html」

万人 生産年齢人口は1995年、総人口は2008年をピークに減少

4. 人手不足／我が国の人口推移



参考資料 https://www.tdb-di.com/special-planning-survey/sp20221021.php

＜速報＞人手不足に対する企業の動向調査（2022年9月）

正社員の人手不足割合は50.1％、非正社員は30.4％
ともにコロナ禍(2020年4月以降)で最大

人手不足と感じる企業が、ついに半数を上回った

3. 人手不足



人手不足／業界の取り組み

一般社団法人 日本惣菜協会

「惣菜製造業のDX化・ロボット化支援プロジェクトをスタート」

惣菜製造業（中小企業が多い）が直面している課題は多岐に渡る
• 大量生産から変種変量生産への変化
• 短納期への対応
• 価格競争
• 技術継承
• 脱炭素化に向けた取り組み など

解決策として、自動化やロボット導入、DX化が有効

自動化やロボット導入、DX化は人手不足を解決
参考資料一般社団法人日本惣菜協会 https://www.nsouzai-kyoukai.or.jp/news/20211213/



人手不足／FRUXグループの取り組み

グループ横断プロジェクトに
より新たな機械化の取り組み

新工場の建築により
製造工程のライン化

カットさつまいも判別ロボット



5. 環境問題／食品ロスの問題

地球・人類のためにも、また企業が持続的に成長していく
ためにも、必要な行動計画であり、目標である

参考資料 一般社団法人日本惣菜協会 https://www.nsouzai-kyoukai.or.jp/news/20211213



参考資料 農林水産省「食品ロス」https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/161227_4.html

「食品ロスおよびリサイクルをめぐる情勢」
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/recycle/syoku_loss/attach/pdf/161227_4-52.pdf

国民に供給された食料のうち本来食べられるにも関わらす廃棄されている食品

食品ロス

事業系食品廃棄物等1,624万ｔ
（有価物や不可食部分も含む）

事業系食品ロス 275万ｔ
（売れ残り、規格外品、
返品、食べ残しなど)



「余すところなく使い切る、売り切る」

産地（畑）の
ロスを減らす

カット野菜
製造のロスを
減らす

惣菜製造の
ロスを減らす

流通のロスを
減らす

■産地（畑）のロスを減らす

畑の全量を購入することは農家の収入を増やす
→今後の取り組み

■流通のロスを減らす

企業様などへ納品するバナナは、端の部分を
活用できない場合がある
→バナナプリン、バナナペーストに

■カット野菜製造のロスを減らす

さつまいも、カボチャの端切れ、欠けた部分は
カット野菜の規格外となる
→ほし芋や、さつまいもペーストに
→カボチャペーストに

■惣菜製造のロスを減らす

冷凍天ぷら製造時にでるB級品を店舗で販売

青果物のロス／FRUXグループの取り組み
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弊社工場にてカットさつまいもを生産する際、端が残り、
割れる部分がどうしても出ます。
2年前より、（株）萬成水耕栽培さんのセカンドキッチン
にてサツマイモの端材を干し芋へ加工。
その後、グループ内の青果テナントにて販売しています。

干し芋に、甘味料などは入っていません。
さつまいもの味がするやさしい干し芋です。
焼いて食べても美味しいです。

食品ロス／FRUXグループの取り組み



バナナプリン

企業様などへ納品するバナナは、
従来、端の部分を活用すること
ができませんでした。
干し芋同様、セカンドキッチンの
開発により、バナナプリンとして
生まれ変わりました。

現在、奈良コープさんと、
弊社まいど事業部エコール・ロゼ富田
林にて販売。
ゴールデンウイークには59期の
新入社員が販促を行いました。

萬成水耕栽培・
セカンドキッチンさん

製造会社さん

FRUX

バナナペーストを製造

食品ロス／FRUXグループの取り組み
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仲卸
輸出機能

直接
販売機能

青果
加工機能

惣菜
製造機能

食事
提供機能

食品スーパー
食品工場

業務用顧客
一般顧客

一般顧客

http://www.nara-chuouichiba.com/

食品スーパー
外食レストラン

カット野菜・ミールキット 冷凍食品など 八百屋レストラン青果物の販売
青果物の販売

食品スーパー
外食レストラン

ピッキング

青果物の調達

青果×惣菜の機能を活用し
業界の課題に対応

FRUXグループの機能



仲卸事業

奈良中央卸売市場内で営業
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長年の経験と全国ネットワークにより、鮮度の
良い青果物を安定的に安定価格でお届けします

香港への輸出も行う

高級スーパー向け
主なお取引先様

食品スーパー、食品工場
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「テナント」という形で業務スーパー様などに出店
現在の店舗：泉大津、今川、桃谷、羽衣、
富田林、阪南、鳳、玉串、河内長野、久宝寺、
今里、南津守、市岡、関目高殿、香芝高、
市場前

まいど事業

デベロッパー事業を行う

業務スーパー奈良中央卸売市場前店

まいど店舗の
動画はこちらから



2022年3月
ど鮮度八百屋「まいど」新店オープン

富田林市エコール・ロゼ専門店に出店

「関西の八百屋と言えば「まいど」と言われる存在に」
なることを目指し、これからも価格と鮮度を追求します

まいどのブランディング
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カット野菜の製造 天ぷら材料・ﾐｰﾙキットの製造

青果加工事業 【馬司工場】【東海工場】

主なお取引先様
食品スーパー、外食産業
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ディストリビュータ

外注品

低温ピッキング
センター

コールドチェーン
配送

生鮮野菜
（カット野菜）

加熱野菜
冷凍惣菜
（調理品）

ホール
野菜（青果） その他

関連食材

外食産業様向けに
小分け納品を行います

馬司低温流通センターにてピッキング

複合提案力が強み

DTB（外食産業向け小分け納品）事業

馬司工場にて製造 池沢工場にて製造

主なお取引先様

外食レストラン

大手給食会社
デパ地下惣菜専門店

機内食会社
県内レストラン
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八百屋の冷凍天ぷら

家庭用にも業務用にも
メニューの幅が広がります

惣菜事業



冷凍惣菜、真空調理品、おせち、ミールキットのたれ、
夕食宅配弁当（ならコープ様向け）などを製造しています
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【池沢工場】

冷凍弁当

現在の食数 3,400食
（おかずコース・お弁当コース・おかず小コース）焼き野菜

タレ

真空調理品

おせち料理冷凍惣菜

惣菜事業
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直営飲食店／花一番
野菜に恋する八百屋キッチンとして、地域の皆様に
美味しい食事と、コーヒー、デザートを提供しています



FRUXグループのDNA

最後に

青果ビジネスは不安定要因が多い

• リスク分散をする

• 学びと挑戦

創業者 黒田一郎



事業を分散することで世の中の変化に対応

かごの卵理論

「商売とは心配の上に成り立つもの」

リスクヘッジ
40

リスク分散をする



フルックスグループの事業年史

199019801970 2000 2010

青果仲卸事業

1994 青果直販事業

1980 外食向け事業

1979 中食向け事業

1995 加熱調理事業

1994 仕出し→給食事業

1993 直営飲食店

1998 おせち開始

2010
夕食宅配事業開始

2014フルックス
グループ50周年昭和39年果物仲卸としてスタート

1964
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2015

２
０
１
５

池
沢
工
場
開
設

2017
業務スーパー奈良中央
卸売市場前店オープン

2019

2018
冷凍かき
揚げ開始

2018
香港への
輸出開始

2019花一番
リニューアル

2007
現馬司工場完成

2007 すべての事業会社を
大和郡山市に集結

（（
株
）
奈
良
三
晃
・
（
株
）
三
晃
統
合

（
株
）
フ
ル
ッ
ク
ス
へ
社
名
変
更

2007
八百屋塾開始

2020

（
株
）
フ
ル
ッ
ク
ス
東
海
設
立

２
０
２
１

フ
ル
ッ
ク
ス
東
海
新
工
場
完
成

大阪市中央卸売東部市場
にて果実仲卸業開始

時代の流れに合わせて常に事業を変化させてきました

（（
株
）
フ
ル
ッ
ク
ス
・
（
株
）
フ
ル
ッ
ク
ス
東
海
が
統
合

（
株
）
フ
ル
ッ
ク
ス
へ



フルックスグループの事業変遷

「青果仲卸事業」

「青果直販事業」
＋「青果加工事業」

「ミール
ソリューション事業」

～1989 創業期

1989～2015
第2創業期

2016～
第3創業発展期

T

F

時代の流れに合わせて機能を
広げてきました



学びと挑戦

先日のインターンシップにて

今年度に新入社員への質問
「FRUXはどんな会社？」

FRUXは「学び、挑戦」し続けます

• 玉ねぎ収穫、芋ほりなど行事の多い会社

• 日々の業務の中で挑戦させてくれる会社

Anｗser.
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フルックスグループのPurpose（存在意義）

青果物流通の課題（矛盾）を
解決する

日本の青果物流通は、常にさまざまな課題（矛盾）にさらされてきました。
需給調整の困難さ、拠点市場に集荷が集中、物流問題、異常気象等による
相場の乱高下によるダメージ。
そして、生産者の減少、食品ロスや環境問題など。

フルックスグループの「余すところなく使い切る、売り切る」は、これら
多くの課題を包括的に解決する糸口の1つになる。

【青果物流通の最適化】



FRUXグループの2030年を考えた
ノートができあがりました

こちらからご覧いただけます

https://www.frux.jp/company/plan/

ホームページ 会社情報
FRUX2030 DESIGN NOTEより
ご覧いただけます

FRUXグループの2030年
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食品産業は命を守る
社会のインフラ

◼ 池沢工場&本社オフィス
〒639‐1032 奈良県大和郡山市池沢町230番地

◼ 馬司工場&馬司オフィス
〒639‐1124 奈良県大和郡山市馬司町696
■東海 東海工場
〒496-8046 愛知県愛西市赤目町山之神73番地

ホームページ www.frux.jp


